
令和２・３年度 地方創生推進交付金等を活用した事業の実施状況

内容 内部評価
【令和２年度増分】

上段：目標値
下段：実績値

【令和３年度増
分】

上段：目標値
下段：実績値

累計（令和３年
度まで）

上段：目標値
下段：実績値

事業効果

136,000千円 195,000千円

0千円 0千円 50,351千円

10人 16人

4人 2人 10人

0 1.25

0 0 1.27

1,500本 2,700本

0本 0本 0本

2,500人 3,500人 7,500人

214人 80人 294人

70人 80人 200人

500人 540人 1,140人

1件 3件 4件

1件 1件 3件

1件 1件 2件

0件 0件 0件

事業の進捗状況（交付金事業完了後の
取組状況を含む）

（令和４年３月末現在）
本事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）

指標

交付金
名称

事業名 事業期間 事業概要 取組内容 総事業費（円）
交付金額

（円）
令和４年度以降

の方針

【令和２年度】
・国産ピーカンナッツ
の商業生産の基盤
づくり

・輸入ピーカンナッツ
による市場形成と流
通基盤づくり

【令和２年度】
87,488,809

【令和２年度】
43,744,404

【令和２年度】
・ピーカンナッツ苗木育成施設が完成した。
・ピーカンナッツの健康機能性調査に係る業務
委託を実施し、内容の公表を行った。

①

市内事業者の
ピーカンナッツ
関連商品の年

間売上高

②

ピーカンナッツ
の生産・流通
分野での新規

雇用者数

【令和３年度】
・国産ピーカンナッツ
の商業生産の基盤
づくり

・輸入ピーカンナッツ
による市場形成と流
通基盤づくり

【令和３年度】
28,391,000

【令和３年度】
14,195,500

【令和３年度】
・令和２年度の繰越予算により、ピーカンナッツ
苗木育成管理業務を委託した.
・ピーカンナッツの認知度向上に向けた取り組
みとして「第２回全国ピーカンナッツレシピコン
テスト」の開催や、ピーカンナッツの普及拡大に
向けた有志で構成する「ピーカンナッツ食文化
研究会」を設立し市内外へ向けた情報発信を
行った。

③

地域の平均所得
に対するピーカン
ナッツ関連産業に
おける新規雇用
者の年間平均所

得指数

④

ピーカン育苗
ハウスからつく
られる優良な
定植苗の生産

量

【令和２年度】
・パラスポーツ大会・
合宿等誘致
・SDGs普及啓発
・企業誘致に係るシ
ティプロモーションの
実施
・SDGｓ起業家育成
プログラムの実施

【令和２年度】
45,886,123

【令和２年度】
22,943,061

【令和２年度】
・東北eスポーツ祭（体験会・本大会）を開催し、
多様な世代の市民が参加した。
・市内事業者等が参加するＳＤＧｓ推進プラット
フォームを定期開催し、メンバーによるＳＤＧｓ
普及啓発イベントを実施した。
・東京での超福祉展への参加及びYoutubeを活
用しＳＤＧｓに係る取組を配信した。
・SDGｓ達成における社会課題解決に対する事
業を志す人を対象に、起業塾・ビジネスプラン
発表会等を実施した。

①

障がい者と交流
できるパラスポー
ツ（eスポーツを含
む）の大会・合宿
などへの参加市

民数

②
地域機運の醸
成事業への参

加者数

【令和３年度】
・パラスポーツ大会・
合宿等誘致
・SDGs普及啓発
・企業誘致に係るシ
ティプロモーションの
実施
・SDGｓ起業家育成
プログラムの実施

【令和３年度】
31,992,400

【令和３年度】
15,996,200

【令和３年度】
・パラリンピアンの義足等の開発者を招いた
トークセクション等を実施した。
・市内事業者等が参加するＳＤＧｓ推進プラット
フォームを定期開催し、メンバーによるＳＤＧｓ
普及啓発イベントを実施した。
・「超福祉の学校プロジェクト」「国際交流で考え
るSDGs」シンポジウムを開催し、Youtubeで配
信した。
・SDGｓ達成における社会課題解決に対する事
業を志す人を対象に、起業塾・ビジネスプラン
発表会等を実施した。

③
SDGsに賛同す
る企業の誘致

件数

④
ユニバーサル
対応の研究開

発案件数

地方創
生推進
交付金

ピーカンナッツの生
産・流通基盤構築に
よる地方創生プロ
ジェクト

平成30年度～
令和２年度（令
和３年度繰越）

　北米原産の高栄養価・
高収益作物であるピーカ
ンナッツの国内初となる
生産・流通基盤を構築す
ることで、農業の６次産
業化を通じた災害からの
創造的復興と地方創生
のモデルを提示する。
　具体的には、国産ピー
カンナッツの商業生産の
基盤づくりと輸入ピーカ
ンナッツによる市場形成
と流通基盤づくりに取り
組むもの。

Ｂ．概ね計画
どおり進んで
いる

③地方創
生に効果
があった

令和３年度に事
業期間が終了し
た。
引き続き、ピーカ
ンナッツの国内初
の生産・流通基盤
の構築に向けて、
産学官協働により
取り組みを進め
る。

地方創
生推進
交付金

「ノーマライゼーショ
ンという言葉のいら
ないまちづくり」の実
現

令和元年度～
令和３年度

　パラスポーツ（eスポー
ツを含む）の大会・合宿
を誘致し、市民と障がい
者が触れ合う「交流のま
ち」によって心のバリアを
取り払うことを目指す。
　SDGs普及啓発活動を
通じて、「共生のまち」に
向けた基盤づくりに取り
組む。
　SDGｓに賛同する企業
などを誘致し、「持続可
能なまち」を実現する。
　地方都市で課題になる
ラストワンマイルの移動
などについて、支えあい
交通による移動手段の
確保など「すべての人に
やさしいまち」を具現化し
ていく。

Ｂ．概ね計画
どおり進んで
いる

③地方創
生に効果
があった

令和３年度に事
業期間が終了し
た。
引き続き、障がい
者に対する市民
の心のバリアフ
リー化やユニバー
サル対応のまち
づくりを進めるとも
に、SDGs普及啓
発等を通じて
「ノーマライゼー
ションという言葉
のいらないまち」
の実現に取り組
む。
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内容 内部評価
【令和２年度増分】

上段：目標値
下段：実績値

【令和３年度増
分】

上段：目標値
下段：実績値

累計（令和３年
度まで）

上段：目標値
下段：実績値

事業効果

0% 5% 5%

0% 3% 3%

1件 2件 3件

1件 1件 2件

2拠点 2拠点 4拠点

1拠点 2拠点 3拠点

8人 8人

0人 0人

6,000人 6,000人

0人 0人

事業の進捗状況（交付金事業完了後の
取組状況を含む）

（令和４年３月末現在）
本事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）

指標

交付金
の種類

事業名 事業期間 事業概要 取組内容 総事業費（円）
交付金額

（円）
令和４年度以降

の方針

【令和２年度】
・地域経済循環に関
する調査分析及び周
知活動
・地産地消の戦略的
推進
・地産外商の戦略的
強化

【令和２年度】
31,355,616

【令和２年度】
15,677,808

【令和２年度】
・地域経済循環に関する調査を実施し、調査結
果に係る報告会を実施し、周知に向けた活動を
行った。
・地産地消を理解してもらうため、地元高校生を
対象とした教育プログラムを提供した。
・地産外商にむけた基本方針を作成し、地場産
品を活用した新商品の開発などを実施した。

①

プロジェクト参
加店舗におけ
る産食率（気仙
地域産食材品
目数÷食材品
目数（総合計）

②
”地消地産”の
推進に資する
新規事業数

【令和３年度】
・地域経済循環に関
する調査分析及び周
知活動
・地産地消の戦略的
推進
・地産外商の戦略的
強化

【令和３年度】
23,054,699

【令和３年度】
11,280,000

【令和３年度】
・地域経済循環を促進するため、市内で地場産
品を使用している飲食店の認証制度を取り入
れ、認知度向上に向けた取り組みを実施した。
・地産地消を理解してもらうため、地元高校生を
対象とした事業者訪問を実施した。
・地産外商に向け開発した新商品の販売や、地
場産品の認知度向上に向けた取り組みを実施
した。

③
市外における
地場産品の新
規販売拠点数

④

①

陸前高田市
ピーカンナッツ
産業振興施設
における新規

雇用者数

②

陸前高田市
ピーカンナッツ
産業振興施設
への来客数

③

④

地方創
生推進
交付金

陸前高田市持続可
能な地域経済基盤
構築プロジェクト

令和２年度～
令和４年度

「地域経済循環に関する
調査分析及び周知活
動」、「地産地消の戦略
的推進」及び「地産外商
の戦略的強化」の事業を
通じて、人口減少を迎え
る中においても持続可
能な地域経済基盤の構
築を目指す。

Ｂ．概ね計画
どおり進んで
いる

③地方創
生に効果
があった

引き続き、地域経
済循環を促進す
るため、地場産品
使用店の認証制
度をはじめ、地場
産品の認知度向
上に向けた取り組
み等を推進する。

地方創
生拠点
整備交
付金

陸前高田市ピーカン
ナッツ産業振興施設
整備計画

令和３年度

市の中心市街地にピー
カンナッツの加工や販売
を行う、工場と店舗機能
を有する陸前高田市
ピーカンナッツ産業振興
施設を建設する。

【令和３年度】

・建設工事

・電気設備工事

・機械設備工事

【令和３年度】
624,086,600

【令和３年度】
312,043,300

【令和３年度】
・ピーカンナッツ産業振興施設の建設工事を実
施した。

Ｂ．概ね計画
どおり進んで
いる

③地方創
生に効果
があった

令和３年度に事
業期間が終了し
た。
施設の活用を通
じて、ピーカンナッ
ツを地域の新たな
産業とし、雇用の
創出につなげると
ともに、中心市街
地の主要集客施
設とし、地域経済
の好循環の実現
に向けた取り組み
を推進する。

【事業効果 凡例】

①地方創生に非常に効果的であった

②地方創生に相当程度効果があった

③地方創生に効果があった

④地方創生に対して効果がなかった
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